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絆はかたく温かい学校をめざして
校長 齊藤 進

新入生の皆さん入学おめでとうございます。男子

３７名、女子５７名計９４名の新入生を迎え、平成２６年度が始

まりました。新入生の皆さんは勉強のことや友達のこと、先輩や

先生のことなど期待と同時に不安が大きかったことと思います。

しかし、心配する必要はありません。本校にはすばらしい先生方

がそろっています。困ったときは何でも相談してください。皆さ

んをきっと成長できるよう導いてくれます。また、上級生は挨拶

が立派で、礼儀正しく、たのもしい生徒ばかりで勉強や部活動、

学校行事等に一生懸命取り組んでいます。どうか心配せずに学校生活を送ってくだ

さい。

新入生の皆さん一人一人はダイヤモンドの原石です。ダイヤモンドになるために

は教育目標である「たくましい人」になることです。心と体と頭がたくましい人に

なるよう３年間色々なことにチャレンジして原石を磨き、ダイヤモンドのように美

しい光を放つすばらしい生徒に成長してください。

本校は青少年赤十字活動と南千住の地域学習を特色ある教育活動として取り組ん

でいます。青少年赤十字活動では「気づき、考え、実行する」を合い言葉にボラン

ティア活動を行っています。地域学習では「南千住の歴史を語る南二中生」をめざ

して調べ学習やフィールドワークを行っています。昨年度は学習した成果を生かす

ために南千住検定を実施しました。今年度も検定を行いますので生徒ばかりでなく

保護者、地域の方々もぜひ挑戦くださるようお願いします。

最後になりますが、本校の校歌に「絆はかたく温かい」という詞があります。い

じめがなく、学校が楽しいと思えるようみんなで力を合わせすばらしい学校にしま

しょう。

保護者・地域の皆様、私をはじめ教職員一同、全力で生徒の限りない能力を引き

出し、生徒をたくましい人に成長させるよう尽力したいと思っております。一層の

ご支援とご協力をお願いいたします。

ナンちゃん・ニーくん

始業式翌日の４月８日(火)、南千住二中第２６回入学式が行

われました。今年度の新入生は、男子３７名、女子５７名、計

９４名で３クラスのスタートとなりました。南千住二中として

は開校以来初めて各学年３クラス

の合計９クラスとなります。

新たな仲間を迎えるために、前

日に新たな学年、新たなクラスに

なった２ ,３年生が、会場の準備を
しました。式は厳粛に行われ、新

入生も緊張気味でしたが、担任の

先生の呼名に元気に「はい」と応

えるようすには、南千住二中での

新しい生活に対しての希望が満ち

あふれていました。

式の中では、生徒会長が「皆さ

んと一緒に楽しい学校生活を」と

歓迎のことばを述べ、新入生代表が「前向きに精一杯頑

張ります。よろしくお願いします。」と誓いのことばを

述べました。新入生も２ ,３年生も大変立派な態度で、
来賓の方々からもお褒めのことばをいただきました。ま

た、式の終わりには２ ,３年生による校歌(校歌紹介)が
アリーナ(体育館)に響き渡り、こちらもたくさんのお褒

めのことばをいただきました。全校生徒２９７名。仲良

く楽しく、そして前向きに学校生活を送っていきましょ

う。

入学式から３日経った、４月１１日(金)５ ,６校時には生
徒会オリエンテーションが行われました。入学と同時に全

生徒が南千住二中生徒会の会員となります。生徒会オリエ

ンテーションは、生徒会活動とは何か、各専門委員会はどのような活動をしているの

かを説明するもので、同時に２ ,３年生と新１年生の「対面式」の意味も合わせもって
います。 会の中では寸劇を交え、生徒会活動・委員会活動を説明したり、２ ,３年生
が校歌を紹介したりし、入会の証に鉢植えの花を１年生にプレゼントしました。

その後各クラスで専門委員が選出され、生徒会員全員での活動がスタートしました。

第２６回 入学式

生徒会オリエンテーション
寸劇を交え委員会を紹介

玄関でクラスを確認する

新入生の入場｢はい!｣と元気よく返事

新入生誓いのことば 細野さん



４月１５日(火)には、ＪＲＣ登録式が行われました。

南千住二中は、ＪＲＣ(Junior Red Cross ＝ 青少年赤十字)

に全校加盟しており、地域清掃やボランティア活動など

に取り組んでいます。ＪＲＣ委員会や学校の特色である

レスキュー部の活動もこのＪＲＣの活動に深く関わって

います。

毎年４月にはその登録式を行い、全校生徒がＪＲＣの

一員である自覚をもち、「気づき 考え 実行する」とい

う行動目標のもと活動してい

く「誓い」をたてます。今回も生徒会本部役員が務めるの

生徒代表の宣誓に続き、全校生徒が復唱しました。式の中

ではＪＲＣ委員長、前年度レスキュー部副部長がそれぞれ

活動報告をしました。また、新たに登録された新１年生の

代表生徒が、この日講師としてお見えになった日本赤十字

東京支部の先生からＪＲＣバッジを授与されました。

式の終わりには全校生徒で校歌を斉唱し、「誓い」を新たにしました。

地域の方がレスキュー部の活動を新聞に投稿し、紹介されました。全文を紹介します。

4/2 (水 )讀賣新聞

４月１３日(日)、南

千住スポーツクラブが

主催する｢スポーツＧＯＭＩ拾い｣が行われ、南千住二中からも

１チームが参加しました。スポーツゴミ拾いというのは聞き慣れ

ませんが、定められたエリアで制限時間内にどのようなゴミをどれだけ拾ったかを得

点化して競う競技です。南千住二中からは ３年１組の男子２人、２組の男子２人の計

４名、そして先生１名の５人がチームを組んで出場しました。結果は参加１７チーム

中１３位ということでしたが、初参加としては立派な成績です。

ちょっと変わったスポーツですが、スポーツをしながら地域をきれいにする素晴ら

しい取り組みでした。

Ｒ 登録式

ＪＲＣバッジの授与

全校生徒で｢誓い｣を唱和
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スポーツ ゴミ拾い

参加した４人

３月１９日(水)は、南千住二中第２５回卒業式

でした。卒業式は中学校の儀式的行事の中でも３

年間の集大成ともなる最も重要な行事です。卒業

生も在校生も最高の卒業式にしようと練習に取り

組んできました。

その練習の成果もあり、当日は整然とした中で、

厳粛で感動的な式を行うことができました。卒業証書

を受け取る姿は誇らしげで、凛々しくもありました。

ご来賓の方々からのご祝辞や記念品贈呈のときの態度

も立派でした。

前生徒会長が卒業生代表として別れのことばを述べ、

卒業生の南千住二中の３年間がよみがえってきました。

式歌(｢春に｣｢仰げば尊し｣)の頃には卒業式は最高潮を

迎え、卒業生の目にも担任の先生の目にも光るものが

溢れました。最後に全校生徒全員による圧巻の校歌で卒業生を送

り出しました。

平成２５年度の卒業生は、男子３２名、女子４０名、計７２名

で、南千住二中の卒業生累計は２ ,２４４名にのぼります。
卒業生の皆さん、おめでとうございます。今後の一層の活躍を

お祈りしています。

第２５回 卒業式

とても仲の良い卒業生

卒業期表彰生徒

体 育 優 良 生 徒 男子１名、女子１名

東京都産業教育賞 男子１名、女子１名

荒川区教育奨励賞 【努力の部】男子２名、女子２名

【皆勤の部】男子４名、女子５名

おめでとうございます

式後、在校生がつくった花道を行く

厳粛な雰囲気で行われた卒業式

教室の黒板には卒業生が書いた担任の先生への感謝のことばがびっしりと



運動部は春季大会の季節を迎えています。それぞれの部活

動が快進撃を続けています。また、新入部員も続々と入部中。

これからが一層楽しみです。頑張れ！南千住二中!!

《バレーボール部》

【女子】荒川区春季大会 予選リーグ１位通過(決勝リーグへ) 第５ブロック大会出場決定

【男子】荒川区春季大会(荒川五中との合同チーム) 優勝 第５ブロック大会出場決定

《バスケットボール部》

【女子】第５ブロック春季大会 ２回戦突破(ベスト１６進出)

【男子】第５ブロック春季大会 ２回戦突破(ベスト１６進出)

《サッカー部》

第５ブロック春季大会 ２回戦突破、リーグ決勝へ

《ソフトテニス部》

【女子】荒川区春季大会個人戦 １２ペアが出場

１ペア ベスト８ ２ペア ベスト１６ 以上３ペアが第５ブロック大会出場

【男子】荒川区春季大会個人戦 ９ペアが出場

春季大会は現在進行中です。詳しい結果等は次号以降に紹介します。
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南千住マイスターのコーナー

素盞雄神社

芭蕉の句碑

部活動の活躍


